第１学年○組　　道徳学習指導案
指導者　○○　○○
１　日　　時　　平成○○年○○月○○日（○）　○校時　　　　１年○組教室

２　主 題 名　「このあとどうなるかを考えよう」
出典：かぼちゃのつる　Ａ－(3) 節度、節制（あかるいこころ１ねん）
３　本　　時

（１）ねらい　　行き過ぎた行動をするとどうなるかを想像し、周囲の人たちの気持ちを想像する気持ちを高める。
（２）準　備　教師…場面の絵、お面、緑のタフロープ（つるのかわり）、ワークシート
（３）展　開　（めあて：かぼちゃのきもちをかんがえよう）
	時間
	児童の学習活動と内容
	教師の支援・留意点と評価

	　３
２０
３５

４０
	１　めあてと登場人物を知る。
２　場面絵を見ながら話の内容を聞く。
３　かぼちゃのつるは、どんな気持ちで
　のびていったのでしょう。

　・楽しいな。

・大きくなると気持ちがいいな。
・もっと遠くまでのびるぞ。
４　はち、ちょう、すいか、いぬに注意された時、かぼちゃはどんな気持ちだったでしょう。
・うるさいなあ。
・ぼくのかってだよ。
５
・みんなの言うことを聞けばよかった。

・これからはわがままはやめる。
　・すいかの気持ちも考えればよかった。
　・迷惑をかけないように気をつける。
６　今日の学習で学んだことを振り返り、思ったことや考えたことを書く。
７　友達の意見を聞く。
	・かぼちゃの気持ちを考えられるように資料を分けて提示する。
・かぼちゃの気持ちを想起させやすくするために、つるをのばす動作化を取り入れる。
・かぼちゃの顔（絵）からも想像させる。
・「言うことを聞けばよかった」という意見に留まったときに、周りが迷惑に思うことに気付くように、他の子どもたちをすいかに見立て、もう一度、動作化をする。
・時間を十分に確保する。
・道徳的価値を確認するために、児童の感想を紹介する。（ワークシート）
〔評〕かぼちゃの後悔する気持ちやわがままをしないと思った心の変化をとらえることができたか。

	視点


	かぼちゃだけでなく、すいかの気持ちも考えることは、わがままな行動に気付き人に迷惑をかけないようにしようとする気持ちを感じとる手だてとなったか。


つるがきれ、ぽろぽろ涙をこぼしているかぼちゃは、どうすればよかったでしょう。











